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子宮頚癌根治術後の神経因性腸脱
〈その 1 ) 排尿機能検査による検討 くその 2 ) 尿道 Phen-






かね 乙 しげ お
金 子 茂 男
医 fー三t 博 士
第 6 3 4 5 τE玉コ
昭和 59 年 3 月 14 日












例(温存群)と両側の骨盤神経叢を切断した57例(切断群)を対象とし，術前，術後 1---3 カ月， 4---
6 カ月， 7 ---12カ月， 2 --3 年， 4 年以上の期間に排尿機能検査を施行した。排尿機能検査は尿流量測
定，勝脱知覚検査，炭酸ガス勝脱内圧測定と紅門外括約筋筋電図との同時記録，尿道内圧測定の順に行
ない，温存群30例，切断群38例についてはこの後IC phent olamine 5 mg 静注後の尿道内圧測定を追加
した。










が裏付けられた。尿道 phentolamine 試験成績を対照群の平均値を基準H= 1 標準偏差値ごとに区切り，
良(反応率31%以上， 34例) ，中等(反応率19%以上319ぢ未満， 19例) ，不良(反応率19勉未満， 18例)
の 3 段階に分け，良を対照群，中等を温存群(術後) ，不良を切断群(術後)に対応させると， 60~70 













(α) が尿道機能に対して重要な作用を有していることから， α 遮断剤 l乙対する尿道内圧(最大尿道閉鎖圧)
の低下反応の程度と骨盤神経叢の損傷程度が相関することを明らかにした。
本研究経果は子宮頚癌根治術後の排尿管理上，極めて重要な情報を与えるものとして評価しうる。
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